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4 1 7 年前 ､ 仙台のまちをつくり始めた伊達政宗 ｡

みちのくの 地に生まれ ､ 天下をとらん と日本中を撹乱した

い ち早く海外に目を向け､ ヨ
ー

ロ ッ パ との 通商を直接開こうと

月の浦から勇敢にも使者を送 っ た男｡

家臣たちを魅了してやまなか っ た大胆で繊細な生き方､ 美を愛する粋｡

甘 ん じて孤独を受け入れながら､ 夢を追い続けた政宗も

この城から､ 満月を見つ めた こ とだろう｡

生誕 4 5 0 年の 節目に ､ 彼が築 いた名城の跡で

同じ月を愛でながら､ 政宗の心の裏側に思い を馳せる ｡

語り 渡辺 祥子 Sh o k o W a ta n a b e

1 9 9 1 年フリ ー アナ ウンサ ー として独立 し､ 仙台を拠点に活躍｡

1 9 9 8 年より朗読家と しての 活動を瀾 始 し､ 活動の 場を全国に広げる と

共に､ ｢ 言葉の 力 ､ 生 きる力｣ と活 した講演や執筆にも取り組む｡

2 0 1 1 年 3 月 ､ 東 日本大震災発生以降は､ 被災の 地で懸命に生きる人々

の姿 や こ こ ろ温 まる エ ピソ
ー

ドな どを発信 し､ 被災地 と支援者 を結ぶ

活動を行う｡ 2 0 1 4 年 8 月 ､ エ ッセイ集 『3 .1 1 からの こ とづて ～

災後

を生 きる人 たちの 言葉 ～

』 ( T O ブッ クス) を出版｡ 現在 も､ 言 葉の 展

示や朗読 ･

解 凍 ･ 執筆で ､ 3 .1 1 が残 した大切なメ ッ セ ー ジを届け続け

てい る
｡

2 0 1 6 年 5 月 ､ 詩画作家 ･

星野富弘氏 の詩蘭とエ ッ セイ を朗読した CD

『B rini a n t L i飽 ～ い のちの輝き
～

』 ( 共演 : ギタ
ー ･

佐藤正 隆 発売元 :

グロ リ ア
･ ア ー ツ) をリリ

ー ス
｡

J:C O M チ ャ ン ネル仙台 ｢ 仙台人図鑑｣ 番組 M C ､ 仙台発大人 の情報誌 ｢り

らく｣ アン バ サダ
ー もつ とめる

｡

鈴木 美紀子 M ik 扶o S n z u ki / 声楽家
･

ソ プラノ

仙台生 まれ｡ 宮城学院女子大学苦楽科卒業後渡 欧｡ ベルギ ー

王立リ エ
ー ジ ュ 音楽院修了と共にプルミ エ ･ プリ (最優秀

賞) を受賞｡ 在 学中より ヨ ー

ロ ッ パ 各地 ､ アメリ カなどで

数々 の 音楽祭 ､ レコ
ー

デ ィ ン グに参加 し高く評価 される｡

帰国後はフ ラン ス バ ロ ッ ク音楽 ､ 中世 ･ ルネサ ン ス アンサ

ン ブル ､ 1 6- 1 8 世紀イギリ ス ､ ドイ ツ歌 曲やオ ラトリオ の

ソリス トとして演奏活動 を行 い ､ N II K F M 名曲リサイタル ､

問 BS クラシ ッ ク倶楽部 出演､ バ ッ ハ ･ コ レギ ウム ■ ジャ

パ ン の 海外 ･ 国内公演に参加 ､
バ ロ ッ クオペ ラの分野 でも

その魅 力を発揮 し活動 の場を広 げてい る｡ 初めての ソ ロ C D ｢ 美 しい フ ランス の

歌｣ ( リ ュ
ー

ト: つ のだたか し) を発表｡ ｢ この 世の雑念を忘れさせる｣ ( 金澤正剛氏 ･

朝日新聞) ｢優れた工 房の クリ ス タル細工 に通 じる優美 と繊細､ 透明な美 しさを

感じる｣ ( 美山良夫氏 ･ レコ
ー

ド芸術) と経費を得 る｡ 声楽を鈴木優子 ､ 遠藤恭子､

G , ド ･ レ
ー

グル ､ G . ド ･ メイ ､ バ ロ ッ ク唱法を散大椅敏 成､ フ ラ ンス バ ロ ッ ク

歌唱法 をジル ･ フ ェ ルドマ ン の各 氏に 師事｡

佐藤 正隆 M a s a t a k a S at o / ギタリス ト

3 歳 の 頃 より父 と母の 手 ほ どきを受 けてギ タ
ー

を始 め

る｡ 1 9 8 8 年 ､ 仙台市 で開催 された､ 第 1 回仙台国際ギタ ー

フ ェ ス テ ィ バル ､ ジ ュ ニ アギタ
ー

コ ン ク
ー

ルに於い て 第

一

位入賞｡ 同時 に仙台市 市長 賞も獲得する｡ 第 3 2 回ク

ラ シ カル ギ タ
ー

コ ン ク
ー

ル 第 三 位 ( 二 位 な し) 入賞｡

2 0 0 0 年以降 ､ キ ュ
ー バ

､ ドイツ ､ 日本の 国際ギ タ
ー

フ ェ

ス テ ィバ ル に参加｡

2 0 13 年､ 国際交流基金主催の ｢ 日本 一 チリ ､ はるかな

友 に 心 寄せ て｣ プ ロ ジ ェ ク トに おい て 苦楽 を担 当し､

チ リの サ ン チャ ゴな ど 2 都 市で 公 演｡ こ れ まで仙 台を拠点 に 数 多くの ソ ロ ､

アン サ ン ブルの コ ンサ
ー

トを開催 ｡ ク ラシ ッ ク に留 まらず､ 多く の ジャ ン ル

の ミ ュ
ー ジシ ャ ン と共演｡ 作 曲の 分野 におい て はN E K一肌 ラジオ番組｢ :ゴジだ っ

ちゃ｣ の テ
ー

マ 曲や ､ 仙台ぶらん ど -

む
一

番 町ア
ー

ケ
ー

ド街で流れて い る音楽

も辛 がける｡
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仙台市生 まれ｡ プロ デ ュ
ー

サ
ー

､ 演 出家 ｡ さ まざまなコ ミ ュ ニ ティ
ー

で市民を巻き込みながらア ー

トプロ ジ ェ クトを展開 して い る｡ コ ミ ュ ニ ティ
ー

と文化芸術 ､ 観 光､

教育 とをつ な げる､ プロ グラム
･

オ フ ィサ
ー

と して も活動｡ 宮城県大河原町 の えず こホ
ー

ルで ､ 開館以来コ ミ ュ ニ ティ ･

プロ グラムづ くりに約 10 年取り組み､ 2 0 0 7

年 えず こホ
ー

ルはJA F R A アワ
ー

ドに輝い た｡ 2 0 0 4 年以降 ､ 仙台市卸町な どでア ー

トプロ ジ ェ クトを展開｡ ア
ー

トによるまちの 活性化 に取り組んで い る ｡ 2 0 1 0 年より､

南三 陸 町の新 たな魅 力を再発見す るア
ー

トプロ ジェ ク トを展 開｡ 今 回の東日本大 震災で甚大な被害を受 けた同町で､ ア ー

トを通 し､ 復興 に向けたプロ ジ ェ クトを継続

して い る｡ 八戸ポ
ー

タル ミ ュ
ー ジアム は っ ち ア ドバ イザ

ー

｡ 東北芸術工 科大学大学院非常勤矧軋 http :// w w .d a-h ajp h ttp ://Ⅵ用ぃ〃.e n Visi .o rg

タイヤ､ 車検､ エ ン ジンオイル交換､ バ ッ テリ
ー 交換など

車のこ とならなんでもおまかせください ｡

お近くの仙台市内及び近郊の店舗でお待ちして い ます｡
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